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論文

1 はじめに

　伊賀市立柘植小学校では40年にわたって学校

での人権・部落問題学習や、地域の人権セン

ターでの木曜学習と呼んでいる地区学習会を進

めてきた。また、低学力傾向克服のための授業

の工夫や、気になる子どもへの家庭での話し込

みや個別学習を進めてきた歴史がある。それで

も、小学校勤務の経験しかない私には、タイト

ルにあげた「進路保障」について、これまでの

取り組みの総和であることは知識としてあった

ものの、小学校ではさほど意識するものではな

いだろうと思っていた。

　しかし、20年ぶりに柘植小学校に戻ったこと

により、「進路保障は同和教育の総和」という

言葉の重みに日々出会うことになった。

2 進路保障を意識せざるを得なかった訳
─2004年、再び柘植小学校に戻って

1  生活状況による階層間格差の拡がりと
一人親家庭の増加

　2004年に再び戻った柘植小学校では、子ども

の少子化現象とともに、取り巻く家庭や地域の

状況に様々な変化が起こっていた。とりわけ、

その変化は校区にある200戸ほどの被差別部落

のなかで強く感じた。

　変化の一つ目は、保護者層の中に「安定した

就労、差のない賃金 」の階層と「不安定な就労、

安い賃金」の階層の二極化が現れていること

だった。

　1980年代の後半、当時の同和教育推進教員（同

推教員）として、朝、地区内の子どもたちの集

合場所に立っていると、男性については地区内

にある土木会社に出かけていく姿に多く出会っ

た。女性については、パートさんだったり、地

区内の作業所に勤める姿があった。家庭訪問を

しても、同じように小集落改良事業で建てられ

た二戸一棟の住宅に住み、生活状況も傍目から

はあまりかわらなかったように感じていた。

　しかし、現在は多くの人々が、名阪国道ぞい

の工場やさらに遠隔地にまで勤めにいってい

る。一方で、今日の経済不況や、公共事業の落

ち込みのなかで、勤めていた土木会社が廃業に

なり、仕事を替わったり、探している人々も数

多い。

　二つ目は、一人親、もしくは祖父母に育てら

れている子どもの増加だった。

　農村地帯にある本校でも近年一人親家庭が増
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加している。昨年は17％が一人親家庭で、その

ほとんどが母親の側と暮らしている現状があっ

た。しかし、被差別部落のなかでは36％と、は

るかに上回っていた。そして、同じようにその

ほとんどが母親の側と暮らしている。こんな状

況は、地区内外問わず20年前に見られなかった。

　また、就学援助や生活保護は、被差別部落の

なかでは70％前後が受給し、これも、学校全体

と比べると３倍を超える割合になっている。さ

らに、被差別部落のなかの一人親家庭のほとん

どが就学援助等を受給していた。

　結婚した母親が子どもを生み、その後、いろ

んな事情があったのだとは思うが、結果として

離婚をし、仕事も辞めて実家のある地区内に

戻ってきていた。そして、戻った後も働いてい

るが、それはパートや嘱託であり、十分な収入

を得ることができず、その生活状況は極めて厳

しいということだった。

2  子どもたちに見える学力と生活経験の
課題と、保護者の姿が問いかけるもの

　そして、それらの子どもたちの様子を見てみ

ると、標準学力検査においては低学力傾向であ

り、クラスのなかでの学力分布が二極化し、そ

の下位層に位置づいていた。

　また、修学旅行中のバス車内で高速道路の

ETCのゲート開閉にビックリしたり、海辺の

交流会先で「海の水、はじめてさわった」とつ

ぶやく子どもなど、生活状況や生活環境の違い

が、生活体験の違いとなって現れてきている姿

も数多く見られた。

　特に、私にとって気になったのは、事情があっ

て離婚をしたにせよ、仕事も辞めて戻ってくる

母親たちの姿であった。苦労や努力をしてその

仕事に就いたものではなかったのではないか、

辞めてもさほど悔いの残らない仕事に就いてい

たのではないか、そのような指導しか私たち教

員はしてこなかったのではないかとも感じた。

　さらには、家庭訪問や懇談会の席で、子育て

の悩みは持ちながらも、「校長先生は、ああや

こうやと言うけれど、今の私にこれ以上何をせ

いと言うの」とか、「子どものことより、私の

ことを聞いてほしい、考えてほしい」という言

葉も出てきた。

　この保護者たちのなかには、20年前に担任し

ていた子どももいた。同推教員として少しなり

とも関わったことのある当時の中学生たちもい

た。これらの姿を見るにつけ、私たちの教育の

営みは、それぞれの学校卒業時まででなく、そ

の子がどんな仕事に就くのか、どんな大人にな

るのか、親になるのか、そして保護者としてど

んな子育てをするのかにまで影響を与えるもの

であることに気づかされていった。

　再び同じ学校に戻ってきたことによって、差

別と貧困の世代間の連鎖に出会うことになり、

「進路保障」の重さにようやく気づかされたと

言える。

3 進路保障をめざす「キャリア教
育」のとりくみ

1  スタートは、５年生と６年生の２回の
職場体験

　日々の授業の充実とともに、とにかく、子ど

もたちが校区外の社会に出会い、生活体験を拡

げ、将来の自分を考える機会を増やしたいと考

えた。そして、赴任した2004年度の３学期に、

５年生を対象に３日間、職場体験に行かせるこ

とにした。

　迎えに行った車のなかで、子どもたちは緊張

から解放された気持ちもあったのだろうが、そ

の日にあった出来事をしきりに話をしてくれ

た。そのことに手応えを感じたこともあり、翌

年からは、５年生と６年生の二つの学年で２回

実施することにした。

　３日間で、しかも、午前中のみの職場体験を
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始めたのだが、それでも、子どもたちの体験先

の希望は極力かなえるようにした。田舎であっ

ても、アナウンサーになりたいと言う子どもが

いたので、三重テレビ放送にお願いして毎日、

津まで送り届けた。また、誰に頼ることもなく、

少しでも一人で踏ん張らせる機会にしたいと考

え、「一人一事業所」を原則に進めた。保育士

になりたいと希望する女の子も多いのだが、５

人いれば五つの保育所にお願いに行った。路線

バスが廃止され、行政バスのみという校区のな

かで、子どもたちを希望する職場に送迎するこ

とは大変な面もある。限られた教職員だけでは

到底無理なので、保護者にお願いし、さらには

「教育ボランティア」と呼ばれる地域の人々の

力も借りて進めていった。

　５年生と６年生の２回実施することの意味で

あるが、５年生の時にも、事前に練習はして行

くが、多くの子どもが「あいさつ」や「返事」

の声などの基本的なことも十分ではなかった。

自分からなかなか話しかけられないなかで、職

場の一員であることも意識できない。誰かに頼

ることもできず、自分を保つことで精一杯の姿

があった。

　しかし、そんな５年生の経験は、その反省を

もとに自分の課題を明確にして臨む６年生の職

場体験に繋がっている。５年生の時と同じ職場

に再びリベンジの気持ちをもって行く子ども

や、指示される前に「次は何をしたらいいです

か」と聞ける子ども、レジを任されるようになっ

た子ども、「大きなったら、ほんまにうちに来

てほしいわ」と言われて帰って来る子どもなど

が毎年出てくるようになった。

2  修学旅行の見学地に「大学体感」を入
れる

　翌年の2005年からは、修学旅行のなかに大学

見学を入れることにした。

　農村地帯の校区のなかでも、大学に進学して

いる子どもは数多くいる。しかし、子どもたち

は大学生に出会うことはほとんどない。それは、

都市部と離れているため、進学しても下宿する

か、朝早く家を出て、夜遅く帰ってくることに

よる。とりわけ、被差別部落においては、子ど

もたちの保護者層のなかにも、大学を卒業して

いる父親や母親はほとんどいなかった。地区内

での懇談会をしていても、未だに「せめて、高

校だけは」という言葉が出てきたこともあった。

　職場体験をすることにより、子どもたちは、

社会には様々な職業があることを知る。そして、

どの職業にも苦労や工夫、喜びや誇りがあるこ

と、その職業に就くためには資格が必要なもの

もあること、資格を得るためには勉強をしなく

てはいけないこと、そのために大学という選択

肢があることを知る。なによりも大学という存

在を少しでも身近なものにしたいと考えたこと

による。

　桃山学院大学での「大学体感」では施設見学

とともに、窓口になっていただいた寺木伸明先

生から、「大学とは、自分で受ける授業を決め

るところ」というお話や、学生たちからは、自

分が今目指していることや大学生活について話

を聞いた。

　10月の後半の時期だが、ブーツを履いて、お

へそを出した、ちょっとオシャレな女子学生た

ちの「目指す仕事に向かって努力している」「今

も、人権活動をしている」などの話にはたくさ

んの質問も出る。特に、本校の被差別部落の女

子のなかには、「小学校では部落問題学習や人

権センターで地区学習会もするけど、大きく

なって外に出たら関係ないのやろ」という意識

も見え隠れしていた。それらの子どもが「福祉

の仕事に就くためには、どんな勉強をするので

すか」「この学部では、どんな資格が必要がと

れるのですか」等の具体的な質問をする姿は、

大きな影響を受けていると感じた。
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　「USJやディズニーへは連れてやることはで

きるけど、大学はよう連れて行かんし」と保護

者のなかでも好評である。

3  柘植小学校の「進路保障をめざすキャ
リア教育」の枠組み

　キャリア教育を進めていくうえで大きな影響

があったのは、当時、国立教育政策研究所生徒

指導研究センターが示した「人間関係形成能力」

「情報活用能力」「将来設計能力」「意志決定能力」

の四つの領域と、それぞれに位置づいている八

つの能力の枠組みだった。

　けれども、本校の子どもたちの実態を見たと

きに、この枠組みでは、もっと大事にしなくて

はいけないことが収まらないことも出てきた。

本校がこれまでから子どもたちに対して大事に

してきた取り組みは、

　　① 被差別の立場にある子どもたちの自信と

誇りを獲得させること

　　② それらの子どもたちのなかに象徴的に見

える、低学力傾向や二極化の下位層に位

置する課題

　　③ 生活状況や生活環境による生活経験の乏

しさをカバーするため、視野や経験を拡

げることにより、生活を高めていくこと

や、将来の自分を思い描くこと

　　であり、何よりも

　　④ すべての教育活動の基盤は「なかまづく

り・学級集団づくり」から

　　という原則を大事にすることだった。

　この四つの視点が抜け落ちると、「柘植小学

校にとってのキャリア教育」、いいかえると、「進

路保障をめざすキャリア教育」にはならないだ

ろうと考えた。

　宝塚造形芸術大学（現・宝塚大学）の桂正孝

先生に助言もいただきながら、職員で議論を重

ねた結果、文科省の「キャリア教育」の枠組み

を踏まえながらも、本校としての独自の枠組み

を創る必要があると考えた。そして、行き着い

たのが、「エンパワメントの力」「リテラシーの

力」「キャリアビジョンの力」と名付けた三つ

の側面であり、この三つの側面の土台に「なか

まづくり・学級集団づくり」があるということ

だった。その後、この一つの土台と三つの側面

を具体的な取り組みとして文言化して、「柘植

小学校マニフェスト」として公表した（資料「柘

植小学校マニフェスト（2007年度）」参照）。

資料　柘植小学校マニフェスト（2007年度）
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4 具体的な取り組み

1  すべての土台である「なかまづくり・
学級集団づくり」の取り組み

　「なかまづくり・学級集団づくり」で最も大

事にしてきたことが、資料のマニフェストの１、

２、４番目にあたる内容である。

　子どもたちが毎日書いてくる日記のなかから

一つを選び、改めて、担任の先生と子どもとで

「思い出し直し」と「推敲」をする。その日記

が掲載されたプリントを本校では「一枚文集」

と呼んでいる。子どもたちが書いた内容は、家

族のこと、友達のこと、自分の体のことで悩ん

でいることや、ときには、部落問題や外国人問

題もある。それらを、朝の会や終わりの会で読

みあい、子どもたちは互いの暮らしを知り合っ

たり、思いを返しあったりする（資料「６年一

枚文集－ほっと」参照）。

2  「エンパワメントの力」の取り組み

　本校では、マニフェスト12番目にある「『部

落問題は被差別部落の友達の隣に座っている自

分の問題』として捉え、自分のくらしと重ねて

考えたり発言や行動できる６年生の子ども50％

をめざす」という項目を最も大事なものの一つ

にしてきた。

　部落問題学習を進めてきた子どもたちは、や

はり先の「一枚文集」にその一端を書いてくる。

　 ６年生の「なつみ」さんのある日の日記である。

　　 　私のお母さんは、差別のことを家でよく

話をする。私が学校で識字で学んでいるお
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年寄りのことを総合で勉強した時、そのこ

とを夜いつもお母さんに言っている。

　　 　お母さんも「差別がある」ということは

わかっていて、「部落差別はあかん。」と思っ

ている。前も「いじめ」と「差別」のこと

を教えてくれて、私に「差別とかしたら、

本当にいやな思いをする。」と話してくれ

た。

　　 　前に、私がこうじろう君の日記の返しを

書いていると、お母さんが私の日記を見て、

頭をポンとたたいた。なんでたたいたかは

わからないけど、やさしくたたいた感じ

だった。

　　 　ふだんの私を見て、「いじめのこととか

ほっとくんちゃうか。」と思っていたと思

うけど、その日記を書いた時に、「考えてる。

成長したな。」と思ったんだと思う。私の

お母さんも差別のことを考えていると思

う。

　これらの「一枚文集」を子どもたちが持ち帰

ることによって、それぞれの家庭でも読まれ、

保護者の部落問題を考える機会や、保護者同士

の深い関係も創っていった。

3  「キャリア・ビジョンの力」の取り組み

　２年生のある子どもに、「知っている仕事の

名前言ってみ」と尋ねると、二つしか言えなかっ

た。その二つは、お母さんとおばあちゃんの仕

事だった。「えっ、先生も仕事やろ」とあわて

て聞き返すと、「先生って、仕事やったん」と返っ

てきたことがあった。

　子どもによっては、２年生でも20以上の仕事

の種類が言える子どももいる。様々な場面で、

生活環境が影響していることを感じる。

　５年生・６年生での職場体験や、修学旅行の

「大学体感」とともに、それ以下の学年におい

ても、「キャリア・ビジョンの力」を意識して
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きた。

　特に、校外学習の場面は貴重な機会であると

考えた。

　低学年の社会見学では、観光バスを使わずに

JR柘植駅まで歩き、嘱託の駅員さんに、握り

しめていたお金を渡し「上野市駅までください」

と一人ひとりが切符を買う練習をしてきた。

　中学年では、鳥羽水族館のバックヤードツ

アーを行っている。学芸員さんに無理をお願い

して、サメやマナティに毎日気を配りながら信

頼関係をつくっている様子や、体調やえさの管

理など、午前中時間をかけて見学や聞き取りを

させていただいた。そして、午後の最後にショー

を見せてもらい、表舞台の華やかさにある裏方

の努力を感じる経験をしてきた。

　学校内でも、図書室や学級文庫にキャリアに

関する書籍を置いており、特に朝の読書の時間

での『13歳のハローワーク』の本は、４年生以

上では様々な方法で活用されている。
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5 この間、取り組みを進めてきて

1  成果と課題が一番見えやすいのは「リ
テラシーの力」

　この間、柘植小学校の枠組みでのキャリア教

育を進めてきたが、その成果や課題が最も見え

やすかったのが、「リテラシーの力」に相当す

る教科の学力であったのではと感じている。繰

り返すが、これまでから被差別部落の子どもた

ちの低学力傾向は積年の課題だった。

　資料では、CRT標準検査と文科省の学力・

学習状況調査の結果を、一人親家庭、就学援助

家庭、被差別部落の家庭などの家庭的背景ごと

の度数分布で分けてみた。子どもの人数が30人

2008年度６年生CRT学力テスト結果 算数（上は５年生時、下は６年生時）
（人）

（人）

2008年度６年生CRT学力テスト結果 国語（上は５年生時、下は６年生時）
（人）

（人）
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あまりなので、統計的な信頼度は薄いかもしれ

ない。

　まず、伊賀市が実施しているCRT標準学力

検査を見る限りにおいては、国語・算数とも、

ほとんどが５年生時よりは６年生時の方が上

回ってきた。そして、度数分布の形を見ても、

二極化や、ちらばりが均等になった、いわば「お

好み焼き」状態に近い形から、「山型」に近い

状態に変化しつつあるように見える。このなか

で、厳しい生活状況の子どもたちの低学力傾向

はクリアーしたとは言いきれないが、全国平均

より上回ったり、学年の平均との差が縮まって

いることがうかがえる。このことが成果として

あげられる。

2009年度６年生CRT学力テスト結果 算数（上は５年生時、下は６年生時）
（人）

（人）

2009年度６年生CRT学力テスト結果 国語（上は５年生時、下は６年生時）
（人）

（人）
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　一方、文科省が実施した全国学力・学習状況

調査の結果を見ると、国語・算数とも基礎のＡ

問題については全国平均を上回っているもの

の、学年の平均と被差別部落の子どもたちの平

均を比べると大きな差が見られる。また、発展

のＢ問題については学年平均そのものも全国平

均より低いものもあり、特に、被差別部落の子

どもたちの結果が大きく下回っていることがわ

かる。

　以上のことから、基礎・基本を重視したＡ問

題については、それなりの結果を残せていたこ

とになるが、長い問題文を読みこなしていくこ

とや、学習内容を実際の生活体験のなかでどの

ように活用させていくかなどについては、学年

2009年度文部科学省学力テスト結果 国語（上がＡ領域・下がＢ領域）

2009年度文部科学省学力テスト結果 算数（上がＡ領域・下がＢ領域）
（人）

（人）

（人）

（人）
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全体の大きな課題であるとともに、とりわけ、

被差別部落の子どもたちをはじめとした厳しい

生活状況の子どもたちに大きな課題を残してい

ることがわかる。

2  教員の共通認識と、子どもの意識の変
化が成果につながる

　成果が見えた理由としては、「三つの側面」

のどれが欠けてもだめであり、それぞれの取り

組みが相乗効果をもたらすという、いわば、当

たり前の認識を教員相互が持てたことによると

考えている。

　特に、学力の向上については、学習時点では

理解していても、二単元ほど先に進むと、それ

までに学習したことを忘れてしまっていること

が多く見られた。その現状を解決するために、

授業における発問の工夫とともに、日常のプリ

ントにそれまでの学習内容を意図的に盛り込ん

でいったことが効果をあげたと考えている。

　また、厳しい生活状況の子どもの学力を高め

ていくためには、教員がそれらの子どもの暮ら

しをしっかり把握することや、子どもとの関係

をしっかり築くこと、また、人権・部落問題学

習のなかで、子どもたちが自分の暮らしや親の

生きざまを見つめていくという、「エンパワメ

ントの力」の重要さも改めて確認できた。

　小さい頃に自分たち子どもや家族を捨てて

いった父親に対して、「うちは、おやじがきら

いや。あんなおやじなんか」と同じ地区の友達

につぶやく子どもがいた。彼女は祖母からの「あ

んなん、おやじとちがう、おやじというか他人

や」という言葉や、父親の写っている写真を燃

やしている母親の姿を見るにつけ、「なんで、

うちらをほっておいて出て行ったん」と父親に

対しての憎しみが強くなっていく。しかし、担

任との、繰り返しの語りこみと部落問題学習を

進めていくなかで、「けれども、父親と母親が

いたからこそ、今の自分が存在するのだ」と気

づきはじめる。さらに、幼い頃のごく限られた

父親との記憶をたどっていくなかで、父親に対

する思いも「本当は、私たちと別れたくなかっ

たのかも」と少しずつ変化していく。そして、

「今度会ったときは、恥ずかしくない自分を見

せていきたい、バリバリ働く自分を見せたい」

と理学療法士を目指すことを考え、そのために

も、勉強が大事で、頭の痛くなる算数もがんば

ろうと決意していくようになる。

　もう一つの側面である「キャリア・ビジョン

の力」に相当する、５年生から６年生にかけて

の取り組みも、学力の向上のためには重要で

あったと考えている。

　「私のしごと館」（2009年度末に閉館）や職場

体験、『13歳のハローワーク』の活用などによっ

て、子どもたちは、「将来の自分からの逆算」

を少しずつだが意識していく。

　パティシエになりたいと思っている子ども

が、休日だけ高校生が開いているレストラン「ま

ごの店」に見学に行く。高校生と一緒に料理を

作るのを手伝わせてもらったり、話を聞かせて

もらう。そして、他のお客さんが帰った最後に、

高校生たちが作った料理を食べさせてもらう。

そのなかで、料理人になるためにはやっぱり勉

強も大事やと感じる。また、「パイロットにな

るためには目を悪くしてはいけない。だから好

きなゲームをやめよう」「動物が好きだから獣

医さんの仕事をしたい、そのためには、算数だ

けは誰にも負けたくない」などと考える子ども

も出てきた。

3  なかなか成果が見えない活用の力

　文科省の調査結果に見える課題については、

まだまだ打開策が見いだせないままでいる。授

業のなかで、活用の力を意識した展開などの工

夫も進めているが、目に見える効果までは出て

きていない。むしろ、活用の力を意識するあま
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り、それまで時間をかけて進めてきたことに

よって保たれていた、繰り返しの学習やスキル

の学習が少なくなり、結果として基礎的な部分

も習得できないことになるのではという悩みも

ある。

　新たな取り組みとして、昨年から、就学前に

おける取り組みに目を向け始めた。

　具体的には、就学前の保護者にお願いして、

これまでの家庭での子育てを39項目にわたって

チェックしていただいた。その結果をもとに保

育所で学習会を開いていただいたり、日頃の保

育所での園児への言葉がけも助数詞を意識す

る、アナログの時計を意識するなど、学力を意

識した取り組みを地域や保護者の協力のなかで

進め始めているところである。

6 継承・発展・創造の９年間をめざ
して

　この４月から、私は「一小・一中」である柘

植小学校から柘植中学校に転任した。

　柘植小学校で６年間過ごし、残りの３年間を

この中学校で過ごすことができるかもしれな

い。もしそれがかなうならば、現在の中学１年

生の子どもは９年間、追い続けることができる

ということになる。

　これまでからも小中連携は大きな課題になっ

ていた。小学校の側からすれば、送り出した子

どもをどのように受けとめて、育てていこうと

しているのかをいつも問い質す立場にいた。転

任したことにより、問い質す立場から、問われ

る立場へと逆転した。

　社会的自立の力をつけていくために進路保障

をめざすキャリア教育の取り組みをくぐってき

た子どもたちや、そのなかにあっても、ともす

れば、夢を絵に描いた餅に終わらせかねない厳

しい生活状況に暮らす子どもたちを、どのよう

に受けとめ育てていくのかの課題に、４月から

直面している。

　「継承・発展・創造の９年間の実現」を目指

しての新たな教育活動が、今始まったところで

ある。


